

















学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
質量分析法はタンパク質の構造や機能解析の有用な手法である。特に、マトリックス支援
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アミノ酸トランスポーター（Vesicular excitatory amino acid transporter; VEAT）と小胞型アセ







論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
先に提出された初稿の学位論文では，実験手法に加えデータの解釈に多くの誤りが指摘さ
れており，この点の再検討が必須であることを伝達した．さらには，実験結果に基づく考察
の展開，結果がもたらす意義について不明瞭な部分があることを審査委員会で指摘された．
また，一部の実験において適切なコントロールが取られていない点や解析方法に問題があ
り，明瞭な結論を得るには不十分な箇所も見受けられた．２回に渡る審査委員会と最終試験
での議論を介して，これらの問題点に対して，申請者は適当な訂正・修正を行ったことを認
めた．審査委員会ではこの点を踏まえ，本学位論文は学術的な意義を有していることで意見
が一致した．したがって，博士の学位に値すると判断し，最終的に合格とした． 
 
